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 令和６年１２月２３日 第 ９ 号 

    新 潟 市 立 赤 塚 中 学 校 

全校生徒146名 男子77名 女子69名 

 TEL 025-239-2029 FAX 025-239-3313 

 E-mail  j703akatsuka@city-niigata.ed.jp 

ＡＡＲサイクル (OECD Education2030) 
VUCA といわれる変化の激しい時代において、状況に応じて柔軟に対応し、自ら変革をもたらすこ

とができる『資質・能力』を身につけるために、Anticipation（見通し）－Action（行動）－Reflection

（振り返り）をくり返すプロセスが必要とされています。（OECD Education2030 プロジェクト） 

ここで、ある学級の学級だよりの一部を引用します。タイトルは『ダンス』です。 

ある日の朝。生徒A「先生、昼休み空いてますか？」 先生「どうしたの？」 生徒 A「ダンスの練

習場所の相談なんですが、学習室の TV を使っていいですか？」 生徒 B「ぼくたちも使いたいんだけ

ど…。今日は使えないの？ いいなー」 先生「割り当てを考えたほうがいいかもね」 

次の日。生徒 A「曜日ごとの割当てをしたほうがいいね」 生徒 B「なんで？」 生徒 A「その方が

忘れないでしょ」 生徒 C「わたしもそれがいい」 生徒 B「じゃあ何曜日がいい？」 生徒 C「委員

会の仕事があるから月曜日以外ね」 生徒 A「うちらも月曜日以外…かぶっちゃったね」 生徒 B「う

ちの班と替わってもいいよ」 生徒 C「ありがとう」 生徒 A「まず、実際にやってみましょう。それ

で不都合があったら、また話し合おうよ」 先生「割当てが決まったようね」 生徒 C「昼食の初めに

原案を説明します。とりあえず明日からやってみます」 

この学級で、このような話し合いが自然とできた理由は何でしょう。それは、「全員がOKと言える」

ことが最上位目標として『意識』され、「みんなが気持ちよく練習するには…」という『視点』と「自分

たちの問題は自分たちで解決しよう」とする『姿勢』があったからといえます。何か課題がある→みん

なで考えてみる（見通し）→やってみる（行動）→再び考える（振り返り）のサイクルが回っています。

このように、自分で予測して計画を描き、実践に移し、経験から新しい知識を得たり目標につなげたり

することを繰り返し行うプロセスのことを、AAR サイクルといいます。 

しかし、AAR サイクルを回すことはあくまで『手段』に過ぎません。子どもたちが、AAR サイクル

を通して、状況に応じて柔軟に対応し、自ら変革をもたらすことができる『資質・能力』を獲得しなが

ら、自己実現を目指すことが『目的』です。そして、AAR サイクルを回すことで、「見通し」のステー

ジでは、分析的・批判的に思考したり、将来を予測したりする力、「振り返り」のステージでは、決断し

たり、選択したり、行動したりするときに客観的に判断する力を身につけることが期待できます。 

赤塚中学校では、「生徒のウェルビーイング」を赤塚中学校教育ビジョン 2024 に掲げ、今年度の教

育活動を実践してきました。次年度は、より具体的な目標として『すべての生徒が３年間を楽しく過ご

せる学校』を目指し、教育活動を実践していきたいと考えています。そこで、日々の学習や学校行事の

中で繰り返しAAR サイクルを活用する場面を設けたいと考えています。そして、「自分を高める力（意

欲・向上心・自尊感情など）」「自分と向き合う力（自制心・忍耐力・レジリエンスなど）」「他者とつな

がる力（コミュニケーション力・共感・協調性など）」の枠組みで、その向上を目指したいと思います。 
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令和７年度 生徒会役員・応援団長 任命式を実施しました‼ 
1２月３日（火）の生徒朝会で、『令和７年度 生徒会役員・応援団長 任命式』が行われ、新年度の 

生徒会役員・応援団長に校長から任命書が手渡されました。 

任命書を手にして、生徒会長安澤遼さんは、「生徒会長として責任感をもって行動し、全校生徒のお手

本になれるよう、しっかりと頑張ります」、生徒会副会長沼倉あかりさんは、「全校生徒から信頼される

生徒会を目指し、精一杯頑張ります」、生徒会副会長渡邊隼さんは、「自分が掲げたスローガンの達成を

目指し、よりよい学校をつくれるよう頑張っていきます」、応援団長坂井駿希さんは、「全校生徒が今以

上に頑張れる、レベルアップした姿を見せることができるような応援に取り組んでいきます」と力強く、

決意の言葉を述べました。 

今後、生徒会本部役員や専門委員長に立候補した生徒と新生徒会役員、 

３年生の現専門委員長、顧問などとの面接が行われ、生徒会本部役員や 

専門委員長が選出されることになります。そして、１月 20 日（月）に 

予定されている生徒総会で新旧役員の引継式と新本部役員・専門委員長 

の認証式が行われます。生徒会活動の基盤となる組織づくりと引継ぎを 

しっかりと行い、さらなる生徒会の飛躍と発展を目指します。みなさんの一層のご理解・ご協力をお願

いします！ 

 

《生徒会活動特集》～今月の学校だよりは生徒会活動を特集してお知らせします～ 

第２回 生徒総会 学級審議  ～学級代表質問について話し合いました～ 
1２月 9日（月）の学級活動の時間に、『第 2回 生徒総会 学級審議』 

が行われました。学級審議は、各学級の学級委員が進行役を務め、生徒 

一人一人から意見を出してもらうための工夫を凝らして行われました。 

工夫されていた点は、提案された議案について自分事として真剣に考 

えてもらいたいという目的から、議案を読み合わせる際に『質問・意見・ 

提案用紙』が一人一人に配布され、定められた時間内（議案によって 2 分 

～３分）に質問や意見を記入してもらい、回収、寄せられた質問や意見を 

黒板に板書して、学級で共有するという流れをとったところです。また、 

議案書は事前に学習用端末（iPad）に送信され、学級審議の前に内容を把 

握してから学級審議に臨むことができるよう、準備がされていました。 

寄せられた質問や意見には、TGC（Time：時間、Greeting：挨拶、 

Cleaning：清掃）活動や感謝活動の具体的な取組についての意見や全校での交流 

を深める活動についての要望、学習用端末（iPad）を活用したアンケート調査の 

導入など、生徒会活動全体にかかわるものから、健康観察や体育館使用、昼の放 

送の内容についての意見など、専門委員会の活動に関するものまで、今年度の活 

動を振り返り、次年度の活動を充実させるための前向きな内容でした。 

これらの取組は、１ページでふれた AAR サイクルそのものです。みんなで 

考えてみる（見通し）→やってみる（行動）→ 再び考える（振り返り）のサイクルが回っているといえ

ます。生徒総会を AAR サイクル活用の重要な機会ととらえて、充実したものにしていきたいと考えて

います。 

ＳＳＰ(スマイル スチューデンツ プロジェクト)活動について 
SSP（スマイル スチューデンツ プロジェクト）活動には、以下のねらいがあります。 

①「生徒会活動の取り組みを通して、生徒間の関わりを深め、いじめ撲滅運動への意識を高める」 

②「友達の大切さを学び、自らが友達の支えとなる存在になろうとする意識を深める」 

③「いじめは絶対に許されることではないということを再認識し、よりよいコミュニケーションの

取り方を考える」 

これらのねらいを達成するため、生徒会本部や専門委員会が様々な活動を工夫しな 

がら行っています。 

＜情報発信委員会＞ 

 図書室の入り口に「SSP おすすめ本」の紹介を掲示しています。また、期間中 

に「SSPおすすめ本」を１冊以上借りた生徒には、「赤塚中学校オリジナルしおり」 

がプレゼントされます。「SSP おすすめ本」は情報発信委員会の生徒が、本のタイ 

トルと主な内容を１冊１冊丁寧にまとめてくれました。この機会に、全校生徒がた 

くさんの本に触れあってもらえるとうれしいです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種新人県大会予選会の結果 女子バスケットボール部 県大会出場！ 
１１月３０日（土）・１２月１日（日）、第 39 回 BSN 杯新潟県U14バスケットボール大会新潟地

区予選会が行われ、女子バスケットボール部が県大会出場を掛けた決勝トーナメントに出場しました。
その結果、６位で１月１２日（日）・１８日（土）・１９日（日）に行われる新潟県U14 バスケットボ
ール大会への出場権を獲得しました。 
ソフトテニス部は、同日開催された令和６年度新潟県新人インドアソフトテニス大会予選 

会に参加し、残念ながら県大会への出場は果たせませんでしたが、粘り強く戦いました。 
卓球部は、１２月１４日（土）にバタフライ・ダブルスチームカップ新潟市大会に参加しました。予

選リーグ 3敗で、残念ながら決勝トーナメントへ進むことはできませんでした。 
＜女子バスケットボール部＞ 対 Team KITA ５３－３４（勝ち） 対 SBCC ４５－６１（惜敗） 
              対 Green Dia ５６－４１（勝ち） 対 B-FAN´S ４１－４８（惜敗） 
＜ソフトテニス部＞     対大形中学校 ０－３（惜敗） 
＜卓球部＞         対石山中   ０－３（惜敗）   対巻西中    ０－３（惜敗） 
              対光晴中   ２－３（惜敗） 

＜体育委員会＞ 

 他学年との交流を増やし、笑顔になれる人を増やすという目的で、１２月 

１２日（木）の昼休みに、〈紙飛行機飛ばし〉と〈バスケットボール フリース 

ロー対決〉を実施しました。 

〈紙飛行機飛ばし〉は、１分以内に紙飛行機を折り、体育館のステージから 

一人ずつ飛ばして、だれが一番遠くに飛ばすことができるか競う競技です。 

学年ごとにチャンピオンを決め、決勝では各学年のチャンピオン同士が対決し 

ました。結果、３年 A組の美内理仁さんがチャンピオンとなりました。 

〈バスケットボール フリースロー対決〉は、バスケットボールの技量により 

２つのカテゴリーを設け、予選と決勝が行われました。フリースローを 2回 

失敗した人から抜けていき、残った 3 名が決勝に進みます。決勝では、先に 

3 本決めた人が優勝となります。結果、３年 B組の金子景治さんと１年A組 

の落合大俐さんがそれぞれのカテゴリーのチャンピオンとなりました。 

＜生徒会本部＞ 

 １２月１６日に SSP 集会を行う予定でしたが、インフルエンザやかぜ等で欠席する生徒が増えて

きたため、年明けに延期となりました。この内容については、今後の学校だよりで紹介いたします。 

 球技大会は残念ながら中止となりました 
1２月１７日（火）から２年 B 組、１８日（水）から２年A 組で、インフルエンザの 

感染拡大防止のため学級閉鎖の措置をとりました。そのため、１９日（木）に予定され 

ていた体育委員会主催の球技大会は中止とさせていただきました。なお、代替措置とし 

て１・３年生は保健体育の時間に球技大会に替わる活動を実施しました。 

「ダンス」の学級発表会を実施しました（保健体育） 
1２月の保健体育の学習単元は「ダンス」です。全８時間のこの 

単元の目標は、学級の友だちとチームを組み、練習してきた「ダ 

ンス」を学級発表会で発表することです。生徒たちは、この学級 

発表会を目指し、保健体育の授業はもちろん、昼休みなどの休み 

時間や家庭で、学習用端末（iPad）で授業中に撮影した映像など 

を見ながら練習や修正点の改善に取り組んできました。 

発表会では、生徒たちが J－ポップや K－ポップ、洋楽などか 

ら選んだダンスミュージックからイメージされる衣装を身につけ、 

思いっきり自己表現する姿がありました。 

また、他のチームの発表を見ていた生徒たちは、ダンスミュー 

ジックのリズムに合わせて手拍子を打ったり、素早いビートに 

キレのあるダンスをする友だちに大きな掛け声を掛けたり、それ 

ぞれのチームの発表が終わると大きな拍手をしたり、大変盛り上 

がっていました。最後に衣装や装飾物を身につけて、集合写真を 

撮影し、学級発表会を終えました。 

（２年生は学級閉鎖の影響で学級発表会は年明けに延期されました） 

３年 A 組集合写真 

３年 B 組集合写真 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 の 主 な 予 定 
1/1（水） 元日 1/20（月） 生徒総会 引継式・認証式（6限） 

２（木） 閉庁日 21（火） 私立専願入試 

３（金） 閉庁日 22（水） 私立一般入試 

８（水） 授業開始日 全校朝会 23（木） ALT 私立合格発表（～24 日） 

９（木） 短縮時程 ALT ３年生面接練習 27（月） 入学説明会（午後） 

10（金） ３年生面接練習 28（火） フッ素洗口 専門委員会 

14（火） 生徒朝会 いじめアンケート 29（水） 短縮時程 昼休後清掃 三者面談 諸活動停止（～2/6）  

16（木） PTA地区理事会 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日 30（木） 短縮時程 昼休後清掃 三者面談 新潟第一入試 

17（金） 生徒総会リハーサル（体育館使用不可）  31（金） 短縮時程 昼休後清掃 三者面談 新潟第一入試 

令和６年度作品展  心温まるコメントありがとうございました‼ 

いい作品がたくさんあり、頑張っ

て作った様子が伝わりました❢ 
いつのまにか、みんな成長し

てちゃんと自分の強い気持ち

を持てていることがとても 

うれしく感じました。 

1 人 1 人の工夫が

見られて素敵な作品

が多かったです。 

細かい模様がとてもき

れいで、丁寧に刺して

いるのが分かります。 

石を彫るのは大変だと思いま

す。最後まで諦めずに完成さ

せたところがすごいです。 

一針一針丁寧に時間をかけて作っ

たことが伝わってきます。 

みなさん それぞれのMy Color が出て

いて、とても面白かったです。顔を思い

浮かべながら楽しく見れました。 

いつも元気にあいさつを 

してくれてとても 

気持ちよいです‼ 

それぞれの個性・持ち味を発揮

した力作ばかりでした。素敵な

作品有難うございました。 

1２月 2日（月）～６日（金）の５日間、令和６年度作品展を保護者懇談会と併せて実施しました。 

学校だより第８号でお知らせいたしましたとおり、地域・保護者の皆さまの協力を得て、子どもたちの 

自己肯定感を高める目的で、来校された方々から『赤中生のいいトコロ』を伺う取組を開始しました。 

今回の作品展にお越しいただいた保護者の皆さまから、心温まるコメントをたくさんいただきましたの 

で、紹介させていただきます。なお、次回は 3 月７日（金）１・２学年の学習参観の際に『赤中生のいい 

トコロ』を伺いたいと考えています。引き続き、ご協力の程、よろしくお願いいたします！ 

新潟市小中学校ＰＴＡ研究大会 西区大会 

「笑いのチカラで深めよう！ 親子の絆」お笑いコンビ ジャックポットのお笑い授業  

 1２月１５日（日）、新潟国際情報大学を会場に新潟市小中学校 PTA研究大会 西区大会が行なわれまし

た。開会のあいさつで、西区 PTA 連合会会長（赤塚中学校 PTA 会長）の上原さんは、「この会が親子の

絆を深めるきっかけになること、西区について知る機会になることを目的に企画しました。西区を盛り上

げてもらえるよう、お笑いコンビのジャックポットさんに出演を 

お願いし、西区特産の新潟砂丘で育った野菜をお土産に用意しま 

した」と今大会に込めた思いを述べられました。４００名定員の 

会場はほぼ満席となり、大きな笑い声と笑顔で包まれていました。 

また、赤塚中学校区の児童生徒が地域学習で取り組んだ学習成果 

も掲示され、多くの人が足を止めて見ていました。 


